
 

海上自衛隊基地内及び航空自衛隊基地内不発弾処理日程 

 

１ 発見年月日 
Ａ地区：令和４年３月４日（金）午前９時００分頃 

Ｂ地区：令和４年３月２１日（月）午後１５時３０分頃 

２ 発見・処理現場 海上自衛隊基地内及び航空自衛隊基地内 

３ 弾種・数量 
Ａ地区：米国製５インチ艦砲弾（照明弾）×１発 

Ｂ地区：米国製５インチ艦砲弾×１発  

４ 処理方法 両不発弾ともにディアマーによる安全化処理 

５ 処理日 

令和４年５月１４日（土）※同時処理 

００：００～００：１０  処理現場にて処理壕及び資機材の最終確認 

００：２０        現地対策本部設置 

００：２５        住民等避難開始 

００：４５        住民等避難完了 ※予定 

００：５０        交通規制開始 

０１：００        処理開始 ※予定 

０２：００        処理終了 ※予定 

※交通規制及び住民等避難解除 

６ 処理壕 
Ａ地区：直径３メートル×高さ２メートルの簡易な処理壕 

Ｂ地区：直径２メートル×高さ６メートルの強固な処理壕 

７ 避難対象区域 
Ａ地区：半径７５ｍの円内の区域、上空影響なし 

Ｂ地区：半径８８ｍの円内の区域、上空５１９ｍ 

８ 避難世帯数等 
Ａ地区：避難対象者１１人 

Ｂ地区：避難対象者なし 

９ 住民避難場所 海上自衛隊基地内（第５航空群庁舎地下、８３２隊舎、隊舎地区） 

10 交通規制道路 避難対象区域内及び周辺道路（資料３－１、資料３－２、資料４参照） 

11 避難広報活動 
報道機関へ広報依頼 

航空自衛隊及び海上自衛隊による事前広報、那覇市ホームページへの掲載 

12 終了合図 航空自衛隊が避難解除を基地内放送等で周知する 

13 処理参加機関 
陸上自衛隊第 101 不発弾処理隊、沖縄県、航空自衛隊、海上自衛隊、 

豊見城警察署、那覇市消防局、那覇市 

14 現地対策本部 

令和４年５月１４日（土）００時２０分 設置 

場   所：合同庁舎１階会議室（航空自衛隊基地内） 

本 部 長：総務部参事兼消防局次長 照屋 雅浩 

当日連絡先：携帯電話 080-9811-9143 

 



弾種：米国製5インチ艦砲弾（照明弾）×1発

避難対象半径：75ｍ

避難対象事業所：なし

避難対象者数：11人

現地対策本部

合同庁舎1階会議室

自衛隊基地入口

弾種：米国製5インチ艦砲弾×1発

避難対象半径：88ｍ

避難対象事業所：なし

避難対象者数：なし

第5航空群庁舎地下（避難所）

隊舎地区（避難所）

832隊舎（避難所）
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避難半径88ｍ

不発弾

凡例

＝航空自衛隊

避難対象半径：88ｍ

避難対象事業所：なし

避難対象者数：なし
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避難半径75ｍ

不発弾
現地対策本部

合同庁舎1階会議室

避難対象半径：75ｍ

避難対象事業所：なし

避難対象者数：11人
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＝海上自衛隊
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